
第9回
多職種でリカバリーを学ぶ会

総合司会： ちはやACTクリニック 院長 渡邉真里子 先生

「 強度行動障がいの理解と支援について考える ～医療・心理・福祉の立場から～」

医療の立場から：強度行動障がいに対する治療の基本的な考え方とは？
肥前精神医療センター 統括診療部長 會田千重 先生

心理の立場から：強度行動障がいに対する有効な支援とは？
西南学院大学 准教授 倉光晃子 先生

福祉の立場から：強度行動障がいに対する福岡市の取り組み
～強度行動障がい者集中支援事業を中心に～

障がい者地域生活・行動支援センターか～む 森口哲也 先生

【ディスカッション】20:30～21:00 上記4名の先生方に御登壇頂きます。

【日時】2024年 11月22日(金)
19:00～20:30

【開催形式】 オンライン（ZOOM）
・この講演会への参加には事前登録が必要です。
(お申し込み完了後、参加用URLをご案内させていただきます)
・講演会への参加用URLは転送をご遠慮願います。
・ご氏名/ご所属の入力についてはオンライン上でご記載をお願いします
・講演会の録画/録音はご遠慮願います。

【企画責任者】大塚製薬㈱ 片岡大樹 080-2561-0807

「強度行動障がい」という用語をご存知でしょうか？自閉スペクトラムや知的障がいなどなんらかの課題を基盤として、 環境や
誤学習の影響下で激しいこだわり、パニック、自傷や他害行為、粗暴行為などの行動障がいに発展した課題を指します。
強度行動障がいへの対応はご本人、ご家族はもちろん、医療、福祉、学校など、どの領域でも難渋する課題です。
今回は、強度行動障がいの支援に積極的に取り組まれている日本の第一人者の方々にご登壇いただけることになりました。
リカバリーを目指すのは発達障がいやそのご家族も同様です。
一緒に強度行動障がいへの対応、そして予防についても学んでみませんか？
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参加ご希望の方は、以下のQRコード、またはURLより事前にご登録を頂くか、
担当の片岡(Kataoka.Daiki@otsuka.jp)まで、必要事項(ご施設名、お名前)
をご記載の上、メールにてご連絡頂けますと幸いです。

【お申込みについて】

当日の参加手順

パソコンから

スマートフォン・タブレットから

●当日用の招待URLをクリックすると視聴ページへアクセスできます
●ブラウザが立ち上がりZOOMクライアントのインストールが促されますが、「ZOOMミーティング
に参加する」または「ブラウザから参加」を選択いただければ、インストールせずにご視聴可能です

●事前にZOOMアプリのインストールを行ってください
●当日参加用のURLをクリックすると視聴ページへアクセスできます

本講演会はビデオ通話システム（ZOOM）を使用致します
お申し込みは、右記「QR コード」もしくは下記「URL」よりお進み頂き、
事前登録に必要な事項の入力をお願いいたします。
https://forms.office.com/r/Fh4Bppt62M
登録いただいたメールアドレスに、招待メールをお送りいたします。
※講演会への参加用URLは転送をご遠慮願います。
※講演会の録画/録音はご遠慮願います。

第9回多職種でリカバリーを学ぶ会 お申し込みについて

お申し込み期限11月15日(金)

当日は、ご参加頂いた確認の為、施設名、氏名をチャット機能への入力をお願い申し上げます。ご提供頂きました個人情報は、 講演会のご出席者の確認と
連絡のために使用します。個人情報は、主催関係者及び業務委託先を除く第三者に開示・提供することはありません。個人情報は、弊社の個人情報保護方
針に基づき安全かつ適切に管理いたします。
問い合わせ先 管理者：〒813-0023 福岡市博多区奈良屋町13-13 大塚製薬福岡支店 092-262-6508（代表）

※本会の参加に関しては医療従事者、MSW（社会福祉士）・MHSW（精神保健
福祉士）・ケアマネジャー・訪問看護STの介護スタッフ、地域活動支援セン
タースタッフ・就労支援施設スタッフ・自治体・行政等に限らせていただきます。
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